
23）『土佐之国史料類纂皆山集』第9巻「高知市街誌稿」より引用。

［参考文献］

大脇保彦「高知城下町絵図について一歴史空間の情報源としての吟味と課題」『土佐女子短期大学紀要8』

土佐女子短期大学2001

寺石正路『土佐名家系譜』歴史図書社

『土佐国史料集成一南路志』高知県立図書館平成6年

『土佐之国史料類纂皆山集』高知県立図書館昭和48年

『土佐国史料集成土佐囲群書類』高知県立図書館2006年

『御侍中先祖書系図帳』土佐山内家宝物資料館

『高知城下町読本一改訂版－』土佐史談会・高知市教育委員会2004年

『特別展一絵図の世界』安芸市立歴史民俗資料館1998年

［絵図出典その他］

No．1）『正保城絵図』国立公文書館内閣文庫所蔵。

No．2）『慶安五年高知郭中絵図』高知市立市民図書館所蔵。

No．4）『寛文己酉高知絵図』高知市立市民図書館平尾文庫所蔵。

No．5）『元禄二、三年間之図』皆山集稿本所載。

No．6）『元禄自十年至十二年間之図』皆山集稿本所載。

No．7）『高知城郭内図絵』高知県立図書館所蔵。

No．8）『延享三年之図』吉松靖峯氏所蔵。吉松清氏による現代の写し。県立図書館所蔵の同年絵図と内容が共

通する。

No．9）『寛延年間頃高知城下郭中之図』吉松靖峯氏所蔵。吉松清氏によって写されたもので、「高知城復元上

棟祭資料展示前に築屋敷住の萩野成案氏蔵の図より写す昭和廿九年四月六日吉松靖容」の奥書を伴う。

No．10）『天明年間前後高知絵図』吉松靖峯氏所蔵。吉松清氏による現代の写し。

No．11）『高知御家中等鹿図』安芸市立歴史民俗資料館所蔵。文化8年の写し。

No．12）『天保元年高知之図』吉松靖峯氏所蔵。吉松清氏による現代の写し。高知市発行『図録高知市史』より

転載。

No．13）『土佐国高知城下町絵図』国立公文書館所蔵。竹内重意が天保12年に作図との奥書あり。『中・四国の

市街古図』鹿島出版会昭和54年より引用。

No．14）『弘化年間旧郭中絵図』町田尚友氏所蔵。高知市発行『図録高知市史』より転載。

No．15）『天保二年後古図廓中』高知市立市民図書館近森文庫所蔵。

NoJ6）安政5年（1858）郭中図…複写資料を高知市立市民図書館所蔵。「安政五戊午年夏□製同庚申暮春写之ト

有慶応四年戊辰春写之」の奥書を伴う。

Noユ7）文久3年（1863）絵図皆山集稿本所載。

Noユ8）『高知郭中国』『高知城下町読本一改訂版－』土佐史談会・高知市教育委員会2004年より転載。
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Tab．17　絵図・史料にみる高知城跡西側の変遷

N o．挿図番号 年代 姿科名
堀西側

南部の記載

掘南西角

外側の記載

南北筋

南詰めの記載
所蔵 ・引用 資料の性格 ・備考

1
正保年間
（1644 － 164 8） 『正保城絵図』 「侍屋敷」 空白

国立公文書館

内閣文庫所蔵
藩による幕府差 し出しの絵図。

2
慶安 5年 『慶安五年高知郭 中絵

「侍屋敷」 高知市立市民 藩による幕府差 し出しの絵図の
（1652） 園』 図書館所蔵 控 え。

3

寛永元年一

万治 2年推定
（1624 ～ 165 9）

『侍町小割帳』 「沼津玄達」屋敷 「御屋敷下やしき」

4
F ig．47 －

図 1

寛文 9 年
（16 69）

『寛文己酉高知絵図』 「福岡内丞」屋敷 塀で囲んだ屋敷の絵

高知市立市民

図書館平尾文庫

所蔵

5
F ig．47 －

図2

元禄 2，3年
（1689 － 169 0）

『元禄二、三年間之図』「長屋」屋敷 「御下屋敷」 菅山集積本所載
松 野尾章行 による、近代の写

し。

6
F ig．47 － 元禄 10～ 12年 『元禄 自十年至十二年 「長屋彦太夫」屋敷 「御下屋敷」 皆山集稿本所載

松 野尾章行 による、近代の写

図3 （1697 － 169 9）間之図』 し。

7
延享 3年
（174 6） 『高知城郭内図絵』

掘西岸は黒色帯表

記 （緑地、土手か）

西側 は 「西大 門廣

小路」

空白
高知県立図書館

所蔵
同年の絵図と内容が同 じ。

8
F ig．47 －
図4

延享 3年

（17 46）
『延享三年之図』

掘西岸は黒色帯表

記南北筋 に 「西 大

門廣小路」

空白 吉松靖峯氏所蔵

吉松清氏による現代の写 し。県

立図書館所蔵の同年絵図と内容

が同 じ。

9
F ig．47 －
図5

寛延年間

（1748 ～ 175 1）

『寛延年 間頃高知城下

郭中之図』

堀の西岸 は緑色帯

表記 空自 吉松靖峯氏所蔵 吉松清氏による現代の写 し。

10
F ig．47 －
図6

天明年間

（178 1～ 178 8）

『天明年 間前後高知絵

図』

堀の西岸 は黒色帯

表記
空白 吉松靖峯氏所蔵 吉松清氏による現代の写 し。

11
F ig．48 －
図7

享和元年

（18 01）
『高知御家中等免図』

堀の西岸 は記載な

し南北筋 に 「西 弘
小路」

空自 「御厩」
安芸市立歴史

民俗資料館所蔵
文化 8年の写 し。

12
F ig．48 －

図8

天保元年

（18 30）
『天保元年高知之図』 堀西岸は緑地

「御番所 」冊 で囲 ん

だ敷地 と建物の絵

「御厩」「馬場」

「□□役御門□

飼料役」

吉松靖峯氏所蔵 写 し。

13
天保 12年 『土佐 国高知城下町絵

掘西岸は緑色帯表

記南北筋 に 「廣小

路」

空間と建物の絵 「御厩」
国立公文書館 竹 内重意が天保 1 2年 に作 図と

（18 41） 図』 所蔵 の奥書あ り。

14
F ig．48 －

図9

弘化年間

（1844 ～ 184 8）
『弘化年間旧廓中絵図』「新御馬場」 冊で囲んだ敷地の絵 「御厩馬場」 町田尚友氏所蔵 写 し。

15
天保 2年以降

（18 31）
『天保二年後古図廓中』「新馬場」 「新番所跡」 「御厩」

高知市立市民

図書館近森文
庫所蔵

写 し。

16
安政．5年

（18 58）
郭中図 「新馬場」 「新番所跡」 「御厩」

複写資料、高知

市立市民図書館

所蔵。

「慶応四年に写す」の奥書あ り。

17
F ig．48 －
図 10

文久 3年

（18 63）
「新馬場」 「御馬屋」 菅山集稿本所載 近代の写 し。

18
F ig．48 －
図 11

幕末頃 『高知郭中図』

掘西岸は緑地西側

は 「新馬場 」南 北
筋に 「西大江門」

「住吉神社」 「御馬屋」
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図9　『弘化年間旧郭中絵図』
弘化年間（1844～1848）（町田尚友氏所蔵）

堀

図11『高知郭中図』幕末頃
（ペン字を活字化したもの。『高知城下町読本』より転載。）

Fig．48　絵図にみる堀西側の変遷（2）



－　　　　．．．．・一　　　　　　　・一一・一一一一一　　　　一一－　　　　一一一一一一一．　　　　一一一一一一－　　　　－　　　　一一一一－　　　　－　　　　一一一－　　　　－　　　　　　．・．・．・．・．・．・．・．・．h　　　　　　　　一一一一一一一．　　　一一－　　　　－　　　　－　　　　　　　　　－　　　　．－　　　　．．．．．．－h

拾　拾　拾　九　九　九　拾　拾　弐　拾　弐　三　弐三　五　五　百　七　四

去暮夏間闇黒草間貫華等高富組葦鷺
●　　五

分

火　武　算　鎧　鷺

碧押鞘
少　兵　左左五
左衛　衛　衛　郎

常　門門意

㍍「
町扇同
市八田
左　作
衛　左
門　衛
門

蓉堅萄至菩亮墓芸奮

議0直垂、
晋常
九　〇

森　吉　呂　雷　群　最出　資　招福御　霊

滞嘉禁膵絹号謹露出蓑撃瑠‡吉敷
慕覧森歪語　認門聖霊禁　裏晶旨
衛　兵　衛　門　　　衛　　学　　　ノ
門　衛　門　佐　　　門　　　　　　　長

サ

弐　三　三

i孟　禁誓覧
：拾　　間　間　間

寧垂京童
半

沼　安怠岡
津　藤　村
玄　宇　平
達　右　次
衛
門

西

香
北
南

横
町
東
川
北
の
は
し
占

御
屋
敷
筋
西
ノ

は

し

占

北

建
止
町

一一一－　　－　　　　　　′－ヽ

話語　旦
三　九
間　間　西

大

望
止

町

東
の

は

し

北
川

瀬
戸

百草平
ら　井
平　数翼
兵　馬志
衛　Fl

尖ク　チク　浬　〃クククク

小坂長上口木石　目　前西　馬　鳥福
坂瀬　野　村　川　野　川　野　渕　羽　岡
彦次長作道新弥弥八左　画
之左兵右拙　七　次五右源書

丞筒衛常　　姦蕎常次
門　門

野

中
王
計

史
料
1

届
町
小
割
帳
』

（

抜
粋
）

β3



第2節　高知城跡西堀地区、検出遺構の性格

はじめに

高知城内堀の外で行われた近世遺跡の発掘調査は、平成13年度に高知県埋蔵文化財センターが

行った高知城伝下屋敷跡（註1）の調査がまず挙げられる。その後、平成17年度に高知市教育委員会

が内堀の西側で行った高知城跡西掘地区旧営林局跡地点（註2）の調査、高知地方裁判所北側の敷地で

行った今回の平成19年度調査と続き、高知城の内堀の範囲や内堀西側での近世遺跡の様相が、序々

に明らかになってきている。

今回の調査は学術目的の試掘確認調査ということで、試掘坑内に限定された部分的なものであ

り、また既存建物の基礎を残しての調査という制約もあって、明らかに出来たものは全体の一部に

しか過ぎない。しかし、各試掘坑では高知城の内堀跡や近世前期から後期の遺構と遺物が検出され

ており、内堀西側での各期の土地利用の在り方を知る、新たな手掛かりが得られている。

これらの調査成果をまとめるにあたり、以下では、史料から知り得る遺跡の立地や周辺の発掘調

査成果なども照合させながら、検出遺構と遺物の性格について検討しておきたい。

1．高知城内堀跡について

調査成果と近世内堀跡の復元

現在、高知城の内堀は、南側は堀幅を狭められながらも現存するが、西側と東側の堀は、終戦直

後、空襲で被害を受けた市街地の瓦礫を処理するにあたって埋め立てられ（註3）、現在は東の掘跡が

藤並公園、西の堀跡は営林局と裁判所北側の敷地となっている。埋め立て直前の内堀の姿を知り得

る資料としては、和田幸盛氏所蔵の昭和20年戦災図（註4）（Fig．50）があるが、ここには改修等によっ

て規模を縮小した東西内堀の姿が描き出されている。

この様に、近代以降の改修や埋め戻しによって内堀はその姿を変容させているが、近年の発掘調

査によって、近世内堀跡の様相が少しずつ明らかになってきている。まず、高知城の南東にあたる

丸ノ内緑地では、平成17年度に試掘確認調査（註5）が行われており、ここでは、堀内側の岸部分の4

箇所で土手状遺構が検出され、近世絵図の記載に同じく、掘内側の岸が土手を伴うものであったこ

とが報告されている。また、西側の堀については、平威17年度旧営林局跡地点の試掘確認調査で、

2箇所の試掘坑から内堀の西岸跡が検出されている。

今回の調査区は旧営林局跡地点の南側に位置しており、調査区東部に設けた5箇所の試掘坑

（TP1－5）で内堀跡を検出し、このうちTP3で西岸と近代以降の改修に伴うとみられる石垣、TP2

で南岸付近に設けたとみられる近代以降の石垣を確認した。TP3で検出した掘西岸と石垣は南北方

向に延びており、北側の旧営林局跡地点で検出された掘跡西岸とも、位置関係が対応している。

そこで、今次調査区と旧営林局跡地点での掘西岸検出位置を、現代の市街地図（註6）上に落とし、

近世の堀西岸の推定ラインを加えたものがFig．49である。これによると、内堀の西岸は南北方向に

延びた後、本次調査区と南側の現地方裁判所敷地との境界付近で東西方向に向きを変えており、こ

の南岸は現在の高知裁判所敷地内にあると予想される。
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絵図にみる近世の内堀とその構造

ところで、西側内堀の規模については、幕府差し出しの絵図である正保年間（1644－1648）の『高

知城絵図』（註7）や、幕府差し出し絵図の控えとされる慶安5年（1652）の『慶安五年高知郭中絵図』（註8）

等にもその規模や形態が記されており、ここからも当時の内堀のあらましを窺うことができる。こ

のうち『慶安五年高知郭中絵図』では、捕手門から堀南西角までの間に「堀長百五十人間廣十二間探

七尺」の記載が見える。また同絵図からは、東側の内堀は城郭側の岸が土手を伴うものであったこ

とが分かるが、西側の内堀については土手の記載は認められない。また、西堀は拐手門から南進し

た後、南西角の手前付近で一旦東方向へ曲線的に曲がり、その後再び南進して南西角に至るように

措かれている。

次に宝永年間（1704－1711）の写しとされる『高知城図絵』（註9）では、拐手門から堀屈曲部まで

の間に「堀長八拾萱間幅拾間」、堀屈曲部から東西方向に「堀長四拾式間幅拾間」、南西角までの南

北方向に「掘長四拾萱間半幅拾間」とあり、堀長や掘幅の記述に若干の違いが認められる。また、

南西角付近での内側の岸には土手に関わる記載が認められる。

一方、藩撰図と推定されその製図法の巧赦さが評価されている（註10）寛文9年（1669）の『寛文己酉

高知絵図』（註11）では、規模の記載は無いが、堀の構造や周辺の施設について細かな描写がなされて

いる。同絵図では西堀は南西角の手前付近で一旦東方向へと直角気味に向きを変え、その後南進し

て南西角に至るように措かれ、正保年間の『高知城絵図』や『慶安五年高知郭中絵図』と違いが表れ

ている。また、城郭側の岸（東岸）には薄緑で彩色された土手と塀の絵が措かれ、南西角付近の堀

では、南西角外側の屋敷と城内との間に架かる橋が北岸と南岸に措かれている。一方、侍屋敷側の

岸（西岸）については土手や塀の記載が無いが、同絵図では城郭や藩関連の施設が詳しく措かれる

のに対して侍屋敷部分の記載が簡略化される傾向があるため、実際の西岸がどの様であったかにつ

いては詳細が得られない。

各々の絵図について性格や記載上の違いも考慮しながら、堀に関する記事をまとめると、当時の

西堀の堀幅は10間（約18m）～12間（約22m）程度で、城郭側の岸（東岸）は土手と塀を伴い、西岸

は詳細不明であるが、両岸ともに石垣を伴っていなかったことが推察される。今次調査においても、

TP3で検出された堀西岸跡は前面に石垣を伴うものの、出土遺物等から石垣は近代以降の改修によ

るものであったことが分かっている。東方へ屈曲する部分の岸の形態については、調査区上の制約

から明らかにできていないが、その解明については今後の調査へと譲りたい。

なお、今回の調査では、最上層において、終戦直後に堀を埋め戻した際の堆積層が検出され、被

熟し変色した瓦片や煉瓦等の被災遺物が多量に出土した。これらは高知大空襲当時の市街地の状況

を物語るものであり、太平洋戦争の実態を現代に語り継ぐ貴重な歴史資料となっている。
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2．堀西側の景観と変遷

本報告に重なる部分もあるが、以下では、内堀跡以西の検出遺構について各期の概要をまとめ、

周辺遺跡での発掘調査成果、文献史料とも照合させながらその性格について検討したい。

（1）17世紀

17世紀代の遺構では、調査区南東部のTP8内で検出したSX2がある。全体の規模や形態は確認

できていないが、東西2．6m南北4．4mを超える大型の遺構であったことが予想され、最下層への粘

土や腐食物の堆積などからみて、池や水溜まりなど常時水が溜まりやすい環境にあった遺構と考え

られる。出土遺物が僅少であるため年代を特定し難いが、16世紀から17世紀初めの遺物が含まれて

おり、廃絶年代は17世紀初頭以降におくことができる。この中には、16世紀末～17世紀初頭に生

産された志野焼などの茶の湯に供される陶磁器や、16世紀前半に生産された中国景徳鎮窯の古赤絵

皿など希少的価値をもつ貿易陶磁器が含まれており、所有者の茶の湯への時好や高い経済力が窺わ

れる。

SX2の検出位置を、寛文9年（1669年）の『寛文己酉高知絵図』（Fig．47－図1）と照合させてみる

と、内堀の屈曲部との位置関係からみて、該当位置は「福岡内丞」屋敷の南西端にあたると考えら

れる。17世紀代における該当地での居住者の推移は前節にて触れた通りで、『侍町中割帳』にある沼

津氏以前の居住者の氏名や性格は不明であるが、正保年間（1644－1648）絵図等の内容によって、

17世紀前半から当区画が侍屋敷となっていたことが分かっている。今回の、SX2での景徳鎮窯の古

赤絵皿、志野焼などの出土からみて、該当地とその近隣には、高い経済力をもつ武家の屋敷が江戸

初期より存在していたことが推定できよう。

（2）18世紀

18世紀の遺構としては、TP9で検出した大型の性格不明遺構SXlがあり、検出位置は南に隣接

する高知城伝下屋敷跡発掘調査区との境界近くにあたっている。調査区上の制約から、全体の規模

や形状を明らかにできていないが、南北確認長2m、東西確認長7．3m、深さ80cmを確認している。

SXlは埋土中に焼土ブロックと炭化物を多量に含み、最下層には多量の瓦片が廃棄されている。こ

の最下層より出土した瓦片は被熱によって赤変したものが多く、陶磁器にも被熱の痕跡を留めるも

のが含まれる。出土した陶磁器は17世紀初めから18世紀前葉の肥前産陶磁器などであり、これら

の内容からみてSXlは廃絶年代を18世紀前葉頃に求めることができる。

類例の遺構を周辺遺跡にみてみると、南に隣接する高知城伝下屋敷跡（註12）、北側に近接する高知

城跡西堀地区旧営林局跡地点（註13）、西側に画する西弘小路遺跡（註14）でも、同時期頃の焼土と被熱遺

物を含む廃棄土坑や瓦溜が検出されており、一帯で火災関連の遺構が確認されている。

こうした周辺遺跡での状況や、SXlの埋土及び出土遺物の内容等から、SXlは大火災の直後に崩

壊した建物の瓦礫や陶磁器類を廃棄した遺構であることが推定されるが、その形態や規模に不明な

点があるため、火災後の片付けに伴って新たに掘削された大型の廃棄土坑か、あるいは、屋敷境の

溝など既存の遺構内に火災後の瓦礫を廃棄したものであったのかについては疑問が残る。そこで、

隣接する高知城伝下屋敷跡との関連性や、文献史料からつかめる対象地の立地条件などについても

触れ、参考としたい。
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まず、高知城伝下屋敷跡の調査地点は、元禄11年（1698）の大火で一旦焼失したことが『南路志』

『菅山集』所収の記事から推察されているが、発掘調査で検出された焼土層（Ⅹ層）、火災に伴う瓦溜

（瓦溜8）からは18世紀前葉の遺物が出土しており、享保12年（1727）大火に伴う火災廃棄資料の可

能性が高いとの報告がなされている。（註15）今次調査区のSXlも同様の遺物内容で、高知城伝下屋敷

跡との関連性を考慮すると、同じく享保12年の大火に伴う片付け跡の可能性が高い。

また、前節までにみてきた文献史料の内容によると、元禄11年の大火の段階には、今次調査地

点には「長屋彦太夫」の屋敷があったが、長屋氏屋敷は元禄11年に焼失し、それ以降当地点は堀端

の緑地となっている。こうしたことからみると、享保12年大火の段階まで、当地に屋敷境等の遺構

が残存している可能性は低く、SXlは火災後の瓦礫を廃棄するために掘削した廃棄土坑の可能性が

高いと思われる。

ところで、これらの瓦礫類がどこからもたらされたのかについては特定し難いが、内堀の西岸に

接する緑地という立地条件からみると、侍屋敷よりは、城郭内あるいは近隣の藩関連の施設から廃

棄された可能性が高いと思われる。

（3）19世紀

この時期の遺構としては、調査区北東部のTP6で検出した円形土坑SKl・2と瓦溜1、調査区南

東部のTP8で検出した瓦溜3・4があり、SKl・2が18世紀末～19世紀、瓦溜1が19世紀中葉～幕末、

瓦溜3・4が19世紀前葉に比定される。今次調査区では特に、瓦片と多量の陶磁器・土器を廃棄した

19世紀前葉の一括廃棄遺物が目立ったが、これらの廃棄遣物の性格を考えるにあたって、瓦溜4出

土資料での遺物組成（Tab．18・19）を取り上げて検討しておきたい。

瓦溜4の器種組成（Tab．18－A）をみると、まず、江戸前期のSX2に見えたような奪修品や茶の

湯関連の陶磁器は認められず、供膳具、調理具、貯蔵具、暖房具、火具など日用の生活用具が主

体を占めることに気付く。また、城下の中級～上級武士の居宅にあたる金子橋遺跡廃棄資料（註16）

（Tab．18－B）に比較すると、陶磁器では、金子橋遺跡で紅皿、うがい茶碗、贅水入れ、髪油壷、段重

など化粧具が豊富に認められたのに対し、瓦溜4ではそれらが乏しいという特徴がみられる。また、

瓦溜4では香炉、仏飯器、神酒徳利などの神仏具が乏しい点にも違いが表れている。一方、土器で

は、金子橋遺跡で土器小皿が突出して多いのに対し、瓦溜4では焼塩壷、棍炉、七輪、火鉢が多い

傾向がある。焼塩壷や土製焼炉・火鉢類の多さは、高知城伝下屋敷跡や北側の高知城跡旧営林局跡

地点でも同様で、こうした点から瓦溜4の遺物組成は、武家の居宅よりも、藩関連の施設における

遺物組成に共通点がみられている。

さて、前節で触れた様に、本調査地点では嘉永2年（1849）に馬場が新設されているが、それ以

前、18世紀初めから19世紀前半までの期間は、堀端の緑地であったことが史料から明らかとなって

いる。このため、19世紀前葉の廃棄遺物である瓦溜3・4については、外部から不要になった瓦片や

陶磁器類が持ち込まれたと考えられる。当時の近隣の状況をみると、南側に接する今の高知城伝下

屋敷跡の地点は天保元年（1830）絵図では「御番所」となっており、また南西の地点にも19世紀以降

「御厩」が設けられるなど、周囲に藩関連の施設が存在している。前述のように、瓦溜4の遺物組成

が武家の居宅のものとは傾向が異なる点からしても、近隣の藩の施設や城内から廃棄物がもたらさ
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れた可能性が高いと思われる。

18世紀前葉の廃棄土坑SXlの事例に同じく、当地点には19世紀前葉にも瓦や陶磁器類などの多

量の遺物が持ち込まれ廃棄された。城郭の西に立地する堀端の緑地は、防災的な目的をもつ他に幾

つかの機能を果たしたと思われるが、ここでは災害や建物の取り壊しなど一度に大量のごみが生じ

る突発的な事態に際して、その空間がごみ捨て場として利用されている。こうした在り方について

も堀端の空間利用の一側面を示しているものといえよう。
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Tab．18　瓦溜4陶磁器・土器の器種別出土点数と組成比

磁器 陶器 陶磁器計
陶磁器中の

比率 ％

土器 （瓦質 ・土師質 ・

施粕土器）

陶磁器 ・

土器計

A ．高知城跡

陶磁器 ・土器中の

比率％

B ．金子橋遺跡

陶磁器 ・土器中の

比率％

中碗 3 6 15 51 2 6％ 5 1 2 1％ 19％

小碗 10 6 16 8％ 16 7％ 8％

小杯 10 1 11 6％ 1 1 4％ 6％

小皿 ・五寸皿 14 4 18 9％ 10 28 11％ 10％

中皿 1 1 1％ 9 10 4％ 2％

大皿

鉢 5 5 3％ 5 2％ 2％

猪口 1 1 1％ 1 0．4％ 3％

碗蓋 2 2 1％ 2 1％ 1％

盃台

措鉢 2 2 1％ 2 1％ 3％

控鉢 ・片口 1 1 1％ 1 0．4％ 1％

鋼 （行平 ・土鍋） 6 6 3％ 6 2％ 1％

羽釜 1 1 0．4％

倍賂 1 1 0．4％

土瓶 ・急須 12 12 6％ 12 5％ 0．2％

爛徳利

瓶

（徳利 ・その他）
4 9 13 7％ 13 5％ 2％

水注 0．1％

茶入れ 0．1％

壷 ・碧 3 3 2％ 3 1％ 2％

蓋物 7 7 4％ 7 3％ 2％

焼塩壷 7 7 3％

火消 し壷 1 1 0．4％ 1％

焼炉 ・七輪 9 9 4％

火鉢 6 6 3％ 2 8 3％ 0．6％

灯受明皿 19 19 10％ 19 8％ 3％

香炉 0．5％

仏飯器 0．1％

神酒徳利

紅皿 7 7 4％ 7 3％ 0．9％

うがい茶碗 0．5％

贅水入れ 0ユ％

髪油壷 0．5％

合子 0．1％

段重

水滴 1 1 1％ 1 0．4％ 0．9％

筆筒 0．1％

灰落とし 0．2％

火入れ 0．8％

餌猪 口・

鳥の水入れ
1 4 5 3％ 5 2％ 0．2％

植木鉢 2 2 1％ 2 1％

人形 6 6 2％ 0．9％

ミニチュア 2 2 1％ 2 1％

土錘 0．5％

土器皿 ・杯 ・鉢 6 6 2％ 24．5％

不明 2 2 1％ 2 1％ 2％

計 92 10 1 193 103％ 52 24 5 99％ 100％
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Tab．19　瓦溜4陶磁器の生産地別出土点数と組成比

能茶山窯
肥前産 ・

肥前系

瀬戸 ・

美濃
関西系 磁器計 尾戸窯

尾戸窯

又 は

能茶 山窯

肥前産 ・

肥前系

瀬戸 ・

美濃産

京焼 ・

京都系
信楽 関西系 備前 堺 在地系 ・

不明
陶器計

中碗 1 24 1 1 36 13 1 1 15

小碗 7 1 2 10 2 2 1 1 6

小杯 10 10 1 1

小皿 ・五寸皿 14 14 2 2 4

中皿 1 1

大皿

鉢 5 5

猪口 1 1

碗蓋 1 1 2

盃台

措鉢 2 2

控鉢 ・片口 1 1

鍋

（行平 ・土鍋） 1 5 6

土瓶 ・急須 1 11 12 ・

爛徳利

瓶 ・徳利 4 4 1 4 1 3 9
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仏飯器

神酒徳利
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うがい茶碗

髪水入れ

髪坤壷

合子 ・段重

水滴 1 1

筆筒

灰おとし

火入れ

餌鉢

鳥の水入れ 1 1 3 1 4

植木鉢 2 2

ミニチュア 2 2
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調査区遠景（西より）
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TP2瓦礫出土状況（南より）



TP3堀西岸検出状況（東より）
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同石垣出土状況（東より）



TP3石垣出土状況（南より）
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TP6完掘状況（南より）



TP6SKl・2検出状況（西より）
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同SKl遣物出土状況（南より）



TP8瓦溜4遣物出土状況（北より）
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TP8瓦溜4遣物出土状況（326）
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同SX2セクション

101



TP8SX2検出状況（北より）

同Pl礫出土状況
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TP9焼土層（SX1－1層）検出状況（北西より）

同南壁セクションと焼土層
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TP9SXl遺物出土状況（336）

同セクション（南より）
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TPgSXlセクション（南西より）

同（南東より）



SKl遣物出土状況（6）

SX2遣物出土状況（56）
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瓦溜4遺物出土状況（286）

TP8作業風景
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瓦溜3出土遺物
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瓦溜4出土遺物
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瓦溜4出土遺物
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